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表 1 技術士試験制度の概要．

試 験 科目 問題の種類 合否基準

第一次試験
(択一式)

基礎科目
科学技術全般にわたる基礎
知識を問う問題

全科目50
以上の得点適性科目

技術士法第四章(技術士等の
義務)の規定の遵守に関する
適性を問う問題

専門科目
技術部門に係る基礎知識お
よび専門知識を問う問題

第二次試験
(筆記試験)

必須科目
技術部門全般にわたる専門
知識を問う問題

全科目60点
以上の得点

選択科目
選択科目に関する専門知識，
応用能力および課題解決能
力を問う問題

第二次試験
(口頭試験)

―

技術部門に関する経歴内容
および応用能力を問う問題
技術士としての適格性およ
び一般知識(技術者倫理，技
術士制度の認識その他)を問
う問題

問題事項別
60点以上の
得点

 　　　　　　談 話 室

. は じ め に

まてりあの読者の皆様，国家資格「技術士」をご存知でし

ょうか．技術士は博士号に比べて社会的認知が低く，どのよ

うな資格なのかと疑問に思われる方々が多いのではないでし

ょうか．私が技術士を知ったのは50歳の頃で，受験勉強を

通してその活動内容を知りました．日本は欧米のような技術

専門職(Professional Engineer)の資格社会ではなく，理工系

高等教育機関を修了すれば技術者として認知される社会で

す．しかし，近年国際社会で活躍するには技術専門職の公的

資格の保有が必要条件になりつつあり，国際的な技術者資格

の一つとして技術士があります．

本稿では技術士試験制度の概要及び技術士試験の勉強法に

ついて紹介します．

. 技術士試験制度の概要(1)

技術士とは「登録を受け，技術士の名称を用いて，科学技

術に関する高等の専門的応用能力を必要とする事項について

の計画，研究，設計，分析，試験，評価またはこれらに関す

る指導の業務を行う者(技術士法第 2 条)」と定義され，国

家(文部科学省管轄)が技術専門職として保証した社会的に信

用の高い資格(名称独占資格)と言えます．

表に技術士試験制度の概要を示します．技術士試験は技

術士として相応しい資質能力を評価・認定する試験です．受

験資格に年齢，学歴，業務経験などの制限はありませんが，

大学エンジニアリング課程修了者が望ましいです．JABEE
(日本技術者教育認定機構)課程修了者は第一次試験が免除さ

れます(技術士法第31条)．

第一次試験は科学技術全般にわたる基礎知識や技術士法第

4 章(技術士等の義務)の遵守に関する適性，技術部門に係る

基礎知識及び専門知識について試されます．第一次試験合格

者は修習技術者となり，科学技術に関する業務に所定期間

(通常 7 年を超える期間)従事すると第二次試験の受験資格

が得られます(技術士法第 6 条)．第二次試験は筆記試験及

び口頭試験からなります．筆記試験では専門的学識及び専門

的応用能力(論理的考察力，問題解決力など)が試され，面接

試験では技術士として相応しい業務経験及び技術士としての

適格性が試されます．第二次試験合格者は技術士となる資格

を有し，指定登録機関(公益社団法人日本技術会)に登録申請

し登録手続きが完了すると技術士となります．現在，文部科

学省の技術士分化会・制度検討特別委員会では技術士受験制

度の見直しを審議しており，平成31年度から二次試験内容

が変更される予定です．詳細は受験申込み時に試験内容を公

益社団法人日本技術士会のホームページ(1)で確認して下さい．

. 技術士試験の勉強法

技術士資格取得には準備と努力が必要です．最短合格の早

道は良い受験参考書(2)，積極的な情報収集及び受験指導実績

のある技術士の受験指導を受けることです．資格取得は長丁

場(最短 2 年)であるため，受験勉強のモチベーション維持

が決め手となります．独学よりも受験者コミュニティの仲間

と情報交換や技術論文の相互添削などの共学がよいと思いま

す．おすすめの技術士受験を応援するコミュニティが

SUKIYAKI 塾です．毎年，有料個人受験指導講座や全国各

地で受験セミナーを開催していますので詳細はホームペー

ジ(3)で確認して下さい．また，日本技術士会の地域本部や県

支部がある所にお住まいの読者であれば，直接訪問し受験支

援に関する相談をされるのもよいかと思います．なお，受験

初心者は技術士法と技術者倫理の科目が弱点と思われますの

で受験参考書及び過去問で理解を深めて下さい．

. 結 言

技術士(金属部門)取得への挑戦(受験)を思い立った読者は

さっそく準備を始めてみてはいかがでしょうか．受験経験そ

して技術士活動を通して，技術専門職の資質能力の向上が図

れるとともに，異部門・異業種の技術士仲間との人脈を築く

ことができます．将来，技術士コミュニティの仲間となり活

躍されることを期待します．

末筆ながら，技術士受験に関する記事の執筆の機会をご提

供頂きました日本金属学会関係者の皆様に感謝致します．
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